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はじめに：仕様変更のポイント

2. お客様への影響

2026年3月頃に「プロジェクト種別（従来のプロジェクトタグ）」が1つのプロジェクトに1つしか付与できなくなります。ま

た、この時点で「プロジェクト種別」が複数付与されているプロジェクトについて、プロジェクト一覧画面上で一番左に表

示されているプロジェクト種別以外は自動で削除されますのでご注意ください。

3. お客様へのお願い

2026年3月頃までに、既存のプロジェクトに付与されている「プロジェクト種別（現在のプロジェクトタグ）」を1つに絞り込

むご対応をお願いいたします。

1. 主な変更点

①従来の「プロジェクトタグ」を、会計処理の用途に特化した「プロジェクト種別」に変更します。

（背景）プロジェクトの性質に応じた製販振替など、より高度な会計処理機能を提供する基盤を整えるため。

②分析用途で活用いただける「プロジェクトタグ」を新機能として提供します。

（背景）従来の「プロジェクトタグ」を会計処理の用途だけでなく、分析の用途でもご活用いただいているお客様向けに

新機能としてご提供いたします。
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仕様変更の概要

役割：⾃動仕訳、製販区分など会計上の分類
ルール：1つのプロジェクトに1つのみ設定可能

受託開発

プロジェクト種別（旧プロジェクトタグを仕様変更）

会計処理の分類と分析⽤の分類が混在。
1つのプロジェクトに複数設定可能。

プロジェクトタグ

従来の「プロジェクトタグ」を、会計処理の用途に特化した 「プロジェクト種別」 に変更します。

また、分析用途で活用いただける 「プロジェクトタグ」 を新機能として提供します。

Before After

例

プロジェクトタグ（新機能として提供）

役割：原価分析など⾃由な分類
ルール：1つのプロジェクトに複数設定可能

サービスX例 取引先A セグメントZ
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仕様変更の背景

今回の仕様変更は、今後提供予定の新機能 「製販振替機能」 の基盤となるものです。

製販振替機能とは？

部門・プロジェクトの製販区分に応じて、配賦後の勘定科目を自動で振り替える機能です。

新機能開発PJ A社受託開発PJ

製造 製造
プロジェクトの製販区分

部⾨の製販区分

⾃社開発
製販区分：製造

勘定科⽬マスタ

販管科⽬A 製造原価科⽬A’

製造原価科⽬A’ 販管科⽬A

振替先科⽬振り返る前の科⽬

受託開発
製販区分：製造

営業⽀援
製販区分：販管

⾃社開発
製販区分：製造

受託開発
製販区分：製造

営業⽀援
製販区分：販管

開発本部

製販区分：製造

デザイン本部

製販区分：製造

営業本部

製販区分：販管

販管製造製造

コーポレート部

製販区分：販管

部⾨マスタで、部⾨ごとに製販区分を指定します。

製販区分を持つ「プロジェクト種別」をプロジェクトに付与する
ことで、製販区分が決まります。

販管 振替が起こった場合にどの科⽬に振り替わるかを指定します。

開発本部

製販区分：製造

営業⽀援

販管
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仕様変更のスケジュール

※2025年12月時点の予定のため、スケジュールは変更する場合があります。

2026年1月下旬頃：リリース①（ P9~）

・「プロジェクトタグ」を「プロジェクト種別」に名称を変更します（仕様変更）

・「プロジェクト種別」マスタに「製販区分」の設定項目が追加されます（新機能）

※この時点では、プロジェクトに「プロジェクト種別」を複数付与することが、引き続き可能です

2026年2月頃：リリース②（ P23~）
・新たに「プロジェクトタグ」マスタを提供します（新機能）

※この時点でも、プロジェクトに「プロジェクト種別」を複数付与することが、引き続き可能です

2026年3月頃：リリース③（ P34~）
・プロジェクトに付与できる「プロジェクト種別」が 1つのみに制限されます（仕様変更）

・「プロジェクト種別」が複数付与されているプロジェクトについて、プロジェクト一覧画面上で一番左に表示されているプロジェクト種別以外削除

されますのでご注意ください（データ修正）

お客様側でのご対応事項（ P8）

【必須】プロジェクトに付与する「プロジェクト種別」を 1つとする運用のご検討をお願いします

【必須】既存のプロジェクトに付与されている「プロジェクト種別」を１つのみに変更をお願いします

【任意】必要に応じて「プロジェクト種別」を「プロジェクトタグ」へ移行をお願いします（ P37-）



お客様でのご対応事項
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お客様でのご対応事項
2026年3⽉頃までに、プロジェクトに付与されている「種別」が最⼤１つになるように変更をお願いします。
この時点で「種別」が複数付与されているプロジェクトについて、プロジェクト⼀覧画⾯上で⼀番左に表⽰されている
「種別」を残して、それ以外の「種別」は削除されますのでご注意ください。

変更 新設

プロジェクトに付与されている「種別」が１つになる
ように変更します。必要に応じて、解除した「種別」
を「タグ」に付け替えます。

⾃動仕訳など会計処理の⽤途で付与している種別のみ
を残して、それ以外の⽤途で付与している種別を解除
してください。

なお、種別は任意項⽬のため、すべてタグとして付与
いただいても問題ありません。

解除



リリース①の詳細
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設定

「プロジェクトタグ」マスタから「プロジェクト種別」マスタに名称が変更されます。

変更
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設定>プロジェクト種別（旧プロジェクトタグ）

プロジェクト種別（旧プロジェクトタグ）マスタに「製販区分」の設定項⽬が追加されます。
初期値は空欄で、任意の設定項⽬です。「製造」「販管」のいずれかを設定できます。

変更
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プロジェクト

プロジェクト画⾯でも「プロジェクトタグ」から「プロジェクト種別」へ名称が変更されます。

変更

※カラムの位置も変更されます
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プロジェクト  > 新規作成・編集

リリース①の時点では、これまで通りプロジェクト種別を複数付与することが可能です。

変更
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プロジェクト  > エクスポート

プロジェクトをエクスポートする際のcsvファイルフォーマットが変更されます。

列 列名 備考

A プロジェクトコード -

B プロジェクト名 -

C プロジェクト種別 列名と列順が変更されます

D 開始日 -

E 終了日 -

F 部門コード -

G 部門名 -

H 従業員番号（責任者） -

I 責任者 -

J 従業員番号（副責任者 1） -

K 副責任者1 -

L 従業員番号（副責任者 2） -

M 副責任者2 -

N 従業員番号（副責任者 3） -

O 副責任者3 -

列 列名 備考

P 従業員番号（副責任者 4） -

Q 副責任者4 -

R 従業員番号（副責任者 5） -

S 副責任者5 -

T 親プロジェクトコード -

U 親プロジェクト -

V 有効/無効 -

W 表示順 -

X プロジェクトユニークキー -
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プロジェクト  > インポート

プロジェクトをインポートする際のcsvファイルフォーマットが変更されます。

列 列名 備考

P 従業員番号（副責任者 4） -

Q 副責任者4 -

R 従業員番号（副責任者 5） -

S 副責任者5 -

T 親プロジェクトコード -

U 親プロジェクト -

V 有効/無効 -

W 表示順 -

列 列名 備考

A プロジェクトコード -

B プロジェクト名 -

C プロジェクト種別 列名と列順が変更されます

D 開始日 -

E 終了日 -

F 部門コード -

G 部門名 -

H 従業員番号（責任者） -

I 責任者 -

J 従業員番号（副責任者 1） -

K 副責任者1 -

L 従業員番号（副責任者 2） -

M 副責任者2 -

N 従業員番号（副責任者 3） -

O 副責任者3 -
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原価計算の結果

原価計算の結果画⾯でも「タグ」から「プロジェクト種別」に名称が変更されます。

変更

変更

※カラムの位置も変更されます
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原価計算の結果  > プロジェクト単位エクスポート

原価計算の結果をエクスポートする際のcsvファイルフォーマットが変更されます。

列 列名 備考

A プロジェクトコード -

B プロジェクト名称 -

C プロジェクト種別 列名と列順が変更されます

D 部門コード -

E 部門名称 -

F （プロジェクト）開始日 -

G （プロジェクト）終了日 -

H （当月）金額 -

I （累計）金額 -
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原価計算の結果  > 勘定科目単位エクスポート

原価計算の結果をエクスポートする際のcsvファイルフォーマットが変更されます。

列 列名 備考

A プロジェクトコード -

B プロジェクト名称 -

C プロジェクト種別 列名と列順が変更されます

D 部門コード -

E 部門名称 -

F （プロジェクト）開始日 -

G （プロジェクト）終了日 -

H 勘定科目コード -

I 勘定科目名称 -

J （当月）金額 -



20

原価計算の結果  > 配賦結果エクスポート

原価計算の結果をエクスポートする際のcsvファイルフォーマットが変更されます。

列 列名 備考

A 配賦元部門 -

B 配賦元部門コード -

C 勘定科目 -

D 勘定科目コード -

E 配賦先部門 -

F 配賦先部門コード -

G 配賦先プロジェクト -

H 配賦先プロジェクトコード -

I 配賦先プロジェクト種別 列が追加されます

J 配賦率 -

K 実数(分子) -

L 全体数(分母) -

M 配賦元金額

N 配賦金額 (端数処理後 )

O 計算区分
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設定>自動仕訳

⾃動仕訳画⾯でも「プロジェクトタグ」から「プロジェクト種別」に名称が変更されます。

変更
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設定>自動仕訳ルール（プロジェクト振替仕訳）の作成・編集

⾃動仕訳ルールの作成‧編集画⾯でも「プロジェクトタグ」から「プロジェクト種別」に名称が変
更されます。

変更



リリース②の詳細
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設定

マスタに「プロジェクトタグ」が追加されます。

追加
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設定>プロジェクトタグ

「プロジェクトタグ」を作成することができます。



26

プロジェクト

作成したプロジェクトタグをプロジェクトに付与することができます。

追加
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プロジェクト  > 新規作成・編集

プロジェクトタグは複数付与することが可能です。
リリース②の時点でも、これまで通りプロジェクト種別は複数付与することが可能です。

追加
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プロジェクト  > エクスポート

プロジェクトをエクスポートする際のcsvファイルフォーマットが変更されます。

列 列名 備考

A プロジェクトコード -

B プロジェクト名 -

C プロジェクト種別 -

D 開始日 -

E 終了日 -

F 部門コード -

G 部門名 -

H 従業員番号（責任者） -

I 責任者 -

J 従業員番号（副責任者 1） -

K 副責任者1 -

L 従業員番号（副責任者 2） -

M 副責任者2 -

N 従業員番号（副責任者 3） -

O 副責任者3 -

列 列名 備考

P 従業員番号（副責任者 4） -

Q 副責任者4 -

R 従業員番号（副責任者 5） -

S 副責任者5 -

T 親プロジェクトコード -

U 親プロジェクト -

V プロジェクトタグ 列が追加されます

W 有効/無効 -

X 表示順 -

Y プロジェクトユニークキー -
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プロジェクト  > インポート

プロジェクトをインポートする際のcsvファイルフォーマットが変更されます。

列 列名 備考

P 従業員番号（副責任者 4） -

Q 副責任者4 -

R 従業員番号（副責任者 5） -

S 副責任者5 -

T 親プロジェクトコード -

U 親プロジェクト -

V プロジェクトタグ 列が追加されます

W 有効/無効 -

X 表示順 -

列 列名 備考

A プロジェクトコード -

B プロジェクト名 -

C プロジェクト種別 -

D 開始日 -

E 終了日 -

F 部門コード -

G 部門名 -

H 従業員番号（責任者） -

I 責任者 -

J 従業員番号（副責任者 1） -

K 副責任者1 -

L 従業員番号（副責任者 2） -

M 副責任者2 -

N 従業員番号（副責任者 3） -

O 副責任者3 -
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原価計算の結果

原価計算の結果画⾯のテーブルとフィルターに「プロジェクトタグ」が追加されます。

追加

追加
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原価計算の結果  > プロジェクト単位エクスポート

原価計算の結果をエクスポートする際のcsvファイルフォーマットが変更されます。

列 列名 備考

A プロジェクトコード -

B プロジェクト名称 -

C プロジェクト種別 -

D 部門コード -

E 部門名称 -

F プロジェクトタグ 列が追加されます

G （プロジェクト）開始日 -

H （プロジェクト）終了日 -

I （当月）金額 -

J （累計）金額 -
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原価計算の結果  > 勘定科目単位エクスポート

原価計算の結果をエクスポートする際のcsvファイルフォーマットが変更されます。

列 列名 備考

A プロジェクトコード -

B プロジェクト名称 -

C プロジェクト種別 -

D 部門コード -

E 部門名称 -

F プロジェクトタグ 列が追加されます

G （プロジェクト）開始日 -

H （プロジェクト）終了日 -

I 勘定科目コード -

J 勘定科目名称 -

K （当月）金額 -
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原価計算の結果  > 配賦結果エクスポート

原価計算の結果をエクスポートする際のcsvファイルフォーマットが変更されます。

列 列名 備考

A 配賦元部門 -

B 配賦元部門コード -

C 勘定科目 -

D 勘定科目コード -

E 配賦先部門 -

F 配賦先部門コード -

G 配賦先プロジェクト -

H 配賦先プロジェクトコード -

I 配賦先プロジェクト種別 -

J 配賦先プロジェクトタグ 列が追加されます

K 配賦率 -

L 実数(分子) -

M 全体数(分母) -

N 配賦元金額

O 配賦金額 (端数処理後 )

P 計算区分



リリース③の詳細
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プロジェクト新規作成、編集

プロジェクトに対して指定できる「プロジェクト種別」が1つのみに制限されます

変更
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プロジェクト種別のデータ修正

リリース③の時点で「プロジェクト種別」が複数付与されているプロジェクトについて、プロジェク
ト画⾯上で⼀番左に表⽰されている種別のみが残り、それ以外は削除されますのでご注意ください。

削除

削除

削除



参考：種別(旧タグ)からタグへの移⾏⼿順
*2026年2⽉頃のリリース②以降にご対応いただけます
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手順①プロジェクトタグを作成する

プロジェクトに付与されている種別(旧タグ)をタグに
付け替える準備として、まずマスタの準備をお願いし
ます。

会計処理の⽤途以外で使⽤している種別(旧タグ)を新
しくタグとして作成します。
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手順②プロジェクトの種別をタグに付け替える

変更 新設

プロジェクトに付与されている「種別」が１つになる
ように変更します。必要に応じて、解除した「種別」
を「タグ」に付け替えます。

⾃動仕訳など会計処理の⽤途で付与している種別のみ
を残して、それ以外の⽤途で付与している種別を解除
してください。

なお、種別は任意項⽬のため、すべてタグとして付与
いただいても問題ありません。

解除
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手順③タグに移行した種別をマスタから削除する

削除

削除

削除

削除

削除

削除

プロジェクトに付与されているタグは削除することが
できません。削除できない場合は、付与されているプ
ロジェクトが残っていないか、ご確認ください。

必要に応じて「タグ」に移⾏した「種別」をマスタか
ら削除します。
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